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社会福祉法人晃宝会 

特別養護老人ホームあじさい園 宝 

 

住所：奈良市南肘塚町９９番１ 

電話：0742-24-0878    fax：0742-23-0373 

新年あけましておめでとうございます。いつもご協力、 
ご支援ありがとうございます。事前予約での面会を行っております。 
お寒い中お越しいただきありがとうございます。 

あじさいサロン開催！創作劇「ポツンと一軒家」に参加させていただ
き歌を唄ったり、手指の運動をしたり楽しまれました。 
 

本末先生(けんぞう俱楽部)の健康体操開催！ご利用者様
は、できる範囲で身体を動かして楽しまれました。 

１月の行事予定 
1日:：新年のお祝い(昼食) 
１７日：誕生日会      １５：００   
２０日：あじさいサロン １４：００ 
   
                                   

 
 

                       

今年も美味しそうなさつまいもがたくさん収穫 
できました。芋ごはんを召し上がっていただきました。 
 

極楽坊あすかこども園の園児さ
ん達が来園して下さり、動物体
操や元気な歌声を披露してくれ
ました。ふれあいでは、「やきい
もじゃんけん」や「かまきりマッサ
ージ」をしてくれました。ご利用
者様は身体も心も癒され楽しい
時間を過ごされました。 秋の昼下がり宝のお庭で GHのご利

用者様と柿の実を収穫しました。 
 
 



第１０４回 歯磨きの歴史⑩ 

歯痛を嘆く芭蕉、養生訓の益軒は落歯知らず 

悩む芭蕉とあきらめた一茶江戸時代後期に描かれた芭蕉 

（原義胤ほか著『先哲像伝』） 

むすびより はや歯にひびく 清水かな 

これは、松尾芭蕉の俳句です。おそらく、41～44

歳ごろの作。「手で清水すくい口に入れようとする

と、その冷たさが歯にしみる気がする」という意味

です。「あれあれ、芭蕉は歯周病？」と疑いたくな

りますね。さらに、48 歳のときにはこんな句も詠ん

でいます。 

衰ひや 歯に喰いあてし 海苔の砂 

海苔に混じっていた砂をかんでしまい、歯の痛みに衰えを感じるという句です。歯周病の疑いはい

よいよ濃厚です。 

じつは、江戸時代の人骨を調査すると、老年期になると歯を維持することができず、ほとんどすべ

ての歯を失ってしまっていることが多いのだそうです。その原因は歯周病にほかなりません。 

芭蕉のみならず、晩年にはすべての歯が抜け落ちてしまった小林一茶は、「歯が抜けて あなた頼

むも あもなみだ」と、南無阿弥陀仏と念仏を唱えようしても「あもなみだ」になると、おもしろ

おかしく詠んでいます。さぞや不自由だったことでしょう。入れ歯は使っていなかったようです

ね。 

益軒は 83 歳にして抜歯なし 

一方、『養生訓』などの健康に関する本を著した儒学

者・貝原益軒は、83 歳で歯を 1 本も失っていなかった

そうです。本の中でこんなことを書いています。 

「温湯で口をすすぎ、乾いた塩で上下の歯と歯ぐきを

みがき、温湯を含んでもう一度口をすすぐ。毎朝行え

ば、老いても歯が抜けず、むし歯にもならない。若いときに歯が強いからといって硬いものをかみ

割ると、老いてから歯が早く落ちる。楊枝を歯ぐきに深く刺してはいけない。歯根が浮いてしま

う。熱湯で口をすすぐと歯を損なう」 

ずいぶん具体的で詳細ですが、その効果は、本人の健康が証明済みですね。 

ところで益軒は、口をすすぐ、歯をみがくに加えて、第三の方法をすすめています。それは「毎

日、時々、歯をたたく事三六度すべし。歯は硬くなり、虫くはず、歯の病なくなる」 

これは、たたくというより、歯をカチカチと何回も噛みあわせる方法で、中国伝来の健康法でし

た。ただし、効果はわかりません.                           

 あじさい園宝 歯科医師 

 


